
 

評価

項目 
No. 内    容 

評価

平均 
改  善  案 

保
育
の
計
画
性 

１ 園の教育・保育理念や目標を理解している。 4.7 
常に園の教育・保育理念を念頭に置いたうえで保

育を行う。 

２ 

指導計画は園児の興味や関心、これまでの生活の様

子、予想されるこれからの生活などを考慮して作成し

ている。 
4.3 

子ども達が何に興味・関心をもっているの

かをリサーチしながら作成していく。 

３ 安全で清潔感のある環境構成をしている。 4.7 
常に整理整頓、清潔、安全を心がけ、狙った幼児保育・

教育を行うに十分な環境を構成していく。 

４ 
自分の保育と計画の評価、反省について次の保育と計

画に生かせるように行っている。 
4.3 

個々で反省したり、クラス・学年で話し合いをし

て改善点を見直していく。 

保
育
の
在
り
方 

幼
児
へ
の
対
応 

５ 一人一人の幼児をよく観察するように心がけている。 4.6 
クラスだけでなく全園児一人一人の様子もよく観察し

て、少しの変化にも気付けるようにしていく。 

６ 

万一事故やけがが発生した場合は、園長に報告し、保

護者に連絡をとり、医師にみてもらうなど適切な処置

を行っている。 
4.7 

すぐに処置すると同時に、園長に報告、保護者に

連絡する等、迅速で適切な対応をする。 

７ 
クラスに関係なく、その場にいた教師が適切な言葉が

けや対応をしている。 
4.4 

園全体で子どもを預かっていることを忘れず、年齢や、

ケースに応じて適切な言葉がけをしていく。 

８ 

園児の発達の個人差、入園した年齢の違いなどによる

集団生活の経験年数の差、家庭環境等を踏まえ、園児

一人一人の発達の特性や課題に十分留意している。 
3.9 

職員間で情報を交換しながら職員全体で共通理解をし

ていく。又、その子に合った関わりが出来るようにす

る。 

教
師
と
し
て
の 

資
質
・
能
力
・
適
性 

９ 
自らの健康にも配慮をし、爪が伸びていないかどうか

等保育する上での安全性にも気を付けている。 
4.6 

常に自分の健康管理をし、保護者、職員間に認め

られる身だしなみを心掛ける。 

１０ 
子どものこと、クラスの出来事などで必要な事は園長

や主任に報告、連絡、相談をしている。 
4.8 迅速な報告・連絡・相談を徹底する。 

１１ 
園の消耗品や教材は節約して使い、後に使う人が使い

やすいようにしている。 
4.7 

諸物価高騰の折でもあり、無駄に使うことがないよう

に徹底する。後に使う人のことを考えて行動をする。 

保
護
者
へ
の 

対
応 

１２ 

個々の子どもの様子は直接話をしたり、電話、連絡帳

などを使って伝え合っている。また、動画配信アプリ

などを取り入れている。 
4.3 

様々な手段を使用して、園と家庭で情報を共用し、より

良い育ちに結び付けていく。動画や HP を利用し園生

活の様子を知ってもらう機会を増やす。 

１３ 
正しい日本語、丁寧な言葉と敬語を用いて語りかけ、

相手の話も落ち着いてしっかり聞いている。 
4.2 

日頃から正しい言葉使いに気を付けていく。保護者の

話をしっかりと聞き取るように心掛ける。 

１４ 

保護者からのさまざまな訴え、要望、意見については

容易に受けたり断ったりせず、園長や教頭、学年主任

等に報告や相談をしている。 
4.7 

独自の判断はせず、即刻報告、相談をした上

で保護者に返答する。 

地
域
の
自
然 

社
会
と
の
関
わ
り 

１５ 
地域の自然や主な施設の場所、交通機関、主な行事等

について、理解している。 
3.4 

メディアを通じて情報を得るよう努めてい

く。 

１６ 卒園した子どもの情報を得るように努めている。 3.6 
各学校から配布されるおたより、地元紙などに目

を通すことで情報を得るようにする。 

研
修
と
研
究 

１７ 
自己が成長するための基本である研修に意欲をもっ

て取り組んでいる。 
4.1 

自分なりの課題や疑問を持って参加するようにする。

又、保育・教育に生かせるところは、取り入れていくた

めに持ち帰って報告する。 

１８ 
園の遊具や教材についてその特徴や基本的な使い方

を知っている。 
4.2 

不明な点はすぐに自分で調べたり、他の職員に聞いた

りして、安全・適切に保育・教育に生かせるよう理解を

深めていく。 

１９ 
園地、園庭の樹木や草花の名前、季節による変化など

を理解し、保育に生かしている。 
3.7 

分からないものは、すぐに調べたり、聞いたり

して理解を深め、保育・教育に生かせるように

する。 

２０ 

さまざまな変化の中で、園児にとって何が問題である

か、それに対してどのような教育や保育を行わなけれ

ばならないかについて考えたり、学習している。 
3.9 

様々なところから情報収集、分析、取捨選択をすること

を日常から心がけ、保育・教育に生かしていく。 

Ｒ４年度自己評価 

 

真学園 



 今年度の職員の自己評価の結果を公表し、保護者の代表として父母会役員の方々から主に以下の意見や感

想をいただきました。貴重なご意見・ご要望を頂き、ありがとうございました。今後の運営や教育・保育に

活かしていきたいと思います。 

 

《保護者の方々からのご意見》 

〇保育の計画性 (評価項目１～４) 

・理念や目標を理解し、取り組んでいると思います。 

・常に清潔感のある園内でとても良いと思います。 

・隅々まで整理整頓してあり、清潔、安全だと思います。 

・お迎えに行くと先生方が一生懸命に掃除や消毒をしている姿を見かけます。 

・いつもよく見ていただきありがとうございます。先生方にいつも優しく接していただき子どもたちも安心

して園に登園しているようです。 

 

〇保育の在り方・幼児への対応 (５～８) 

・園児一人一人をよく観察していると思います。 

・園児一人一人性格も発達も違うので、どうしても差がついしまうと思いますが、そこを否定せず園児全員

が楽しく園生活を送れるようにしていただけたらと思います。 

・200人近い園児がいる中クラス、学年に関係なく声をかけてくださったり、気にかけていただいていたり

していること嬉しく思います。 

・先生方の会話を聞いて、子どもの事をとても良く見ていただいていると感じます。 

・担任の先生以外からも子どもの様子を聞くことがあり、よく見ていただけていると思います。 

・個人面談では、その子の特性や集団生活の中での課題など詳細に伝えて下さりよく見ていただいていると

思います。 

・わずかな擦り傷や赤みなどがあった場合でも気づいて細かくお伝えしていただいているので、大きなけが、

事故があった場合も引き続きよろしくお願い致します。 

  

〇教師としての資質・能力・敵性 (９～１１) 

・いつも優しく見守ってくださりありがとうございます。 

・園長先生、副園長先生が園児の事をよく把握しておられます。これは、内部の連絡制度が構築されている

からだと思います。 

 

〇保護者への対応 (１２～１４) 

・連絡帳アプリでは、しっかり日常の様子が記入してあり、ありがたいです。動画配信アプリも子ども達の

楽しそうな様子が見られて良いです。 

・動画配信で子どもの普段の様子が見られて嬉しいです。園でもリラックスして過ごせているんだなと思い

安心しました。 

・お誕生会やイベントだけではなく、日常の授業や運動の様子などの動画配信もしていただけると園で何が

行われているかが感じられて安心感があると思います。 

・動画配信アプリで子どもの普段の様子を見ることができ、ありがたいです。参観日がずっと中止になって

いるので貴重な映像です。 

・コロナ禍で発表会など開催できるか分からない状況であるため、中止になってしまった場合でも練習風景

の動画や写真で残して頂けるとありがたいです。 

・年度初めの教員紹介の動画で、保育補助の先生の名前や調理員さんの名前も知ることができ、良かったで

す。可能であれば、退職される先生のご挨拶もあったら嬉しいです。退職される前に保護者でも挨拶をし

たい人もいると思います。 

・教室全体に定点撮影して何気ない日常の子どもの様子も配信したらどうか。 

・どの先生もいつもの気持ちよく挨拶をしてくれて素晴らしいです。 

・コロナ禍で保護者が園に伺う機会が減っていますが、その分先生方にお会いした時の印象は強く残ると思

います。特に、No.13は気になります。（なっていないということではない）先生方だけではなく、保護

者側にも言える事と思います。 

・先生方が正しい日本語を教えてくださっているからこそ子どもは潜在的に意識をしています。子どもが不

適切な言葉を使うと、親として注意をしますが、子どもはそれを悪いことだったとすぐに気づいているよ



うです。先生方のご指導がなければ、いつまでも気づかないことでしょう。逆に、親が家庭内で不適切な

言葉を使うと「そんなこと言わないで」と子どもからも注意されます。 

 

〇地域の自然社会との関わり (１５．１６) 

・田植えや稲刈りなどの体験ができ、楽しそうでした。 

・いつも先生方から、上の子どものことを聞かれます。「元気でやっていますか？」等と声をかけてくれる

ので、その何気ない一言がとても嬉しく思います。 

 

〇研修と研究 (１７～２０) 

・先生から花や木の名前を教えてもらったと話してくれること多く、よく理解していると思います。 

・国の宝である未来ある子どもたちを守るために、大人が正しい情報を常にアップデートしていかなければ

いけないと強く感じております。園と家庭で連携し、協力できたらと思います。 

・現状、目の前のことで手一杯だとは思いますが、現状維持ではなく、常に上を目指して日本一の真学園に

していってほしいと思います。 

 

〇その他 

・日常の子ども達に愛をもってご指導くださり、感謝いたします。 

・子どもたちが安心、安全に通える学園であってほしいと思っています。今後ともよろしくお願い致します。 

・「真学園に行きたい」といった日が何日もありました。きっと先生方が優しく子どもと向き合ってくださ

っているからだと思います。これからも「園に行きたい」と思える場にしてください。 

・目を疑うような事件、事故が報道されていますが、真学園ではそのようなことが起こらないよう徹底して

いただきたいです。 

・昨今、信じられないようなニュースが報道され、園としても対応せざるを得ない状況と思い気苦労お察し

いたします。基本はシンプルな事なのだと思っております。決まり事、ルールばかりが増えていっては本

質が見えにくくなっていくのではないか…いま一度原点に戻り色々なことを見直す。感染騒動もそのきっ

かけになる出来事でした。園生活も残りわずか、子ども達にとって安心して過ごせるよう、これからもよ

ろしくお願い致します。 


